
− 1−

特集　

モリアオガエルの産卵

22

竹を使って手づくりの水鉄砲☆ 飛べ～～～！！（ふるさと館講座）

考える　行動する

リン!リン！　道の駅から、サイクリング♪
８健康福祉まつり開催！

19いながわの星空☆　「おとめ座」

いなが♥輪　 水中エクササイズ自主教室
　　　　　　 差組老人クラブ

26瞬（ときめき）　鬼丸　貞英さん

27私のオススメ★　猪名川町北部の穴場

28
特派員報告　 美しいまちづくり
　　　　　　　～アドプトプログラム～

    　　～ ６月は環境月間～

平成 25年

月66
第886号



− 2−− 3−

考
え
る

～
６
月
は
環
境
月
間
～

行
動
す
る

　
「
環
境
月
間
」
は
、
住
民
や
事
業

者
の
皆
さ
ん
に
『
環
境
』
に
つ
い
て

の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、

積
極
的
に
そ
の
保
全
や
創
造
に
関
す

る
活
動
に
取
り
組
む
意
欲
を
高
め
る

月
間
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
過

し
、
今
後
も
夏
以
降
、
節
電
の
必
要

性
が
求
め
ら
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、こ
の
機
会
に
改
め
て
『
環
境
』

に
つ
い
て
考
え
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
行
動
が
地
球
環
境
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
意
識
し

ま
し
ょ
う
。

《
近
年
の
環
境
問
題
》

　

近
年
、
環
境
問
題
は
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア

に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
深
刻
で
身
近
な

問
題
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
世
界
レ
ベ
ル

で
も
地
球
温
暖
化
・
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
・

酸
性
雨
に
よ
る
森
林
や
歴
史
遺
産
へ
の
被

害
・
生
物
多
様
性
（
※
１
）
の
問
題
な
ど
、

多
く
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
猪
名
川
町
の
現
状
》

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
町
に
は
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
が
多
数
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

自
然
環
境
を
ど
の
よ
う
に
守
り
、
育
ん
で

い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
３
次
環
境
基
本
計
画
（
※
２
）
で
、

本
町
が
目
指
す
環
境
像
と
し
て
、「
人
と

自
然
が
共
に
生
き
る
ま
ち
・
猪
名
川
」
～

生
物
多
様
性
を
育
む
豊
か
な
自
然
の
あ
る

ま
ち
を
め
ざ
し
て
～
を
掲
げ
、
本
町
に
生

息
す
る
貴
重
な
生
物
の
保
全
と
そ
の
源
で

あ
る
里
山
再
生
事
業
の
推
進
な
ど
、
行
政

だ
け
で
な
く
、
住
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん

と
協
働
し
、
町
全
体
と
し
て
守
り
育
ん
で

い
く
こ
と
を
理
想
と
し
、
更
な
る
保
全
意

識
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

《
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
》

　

こ
の
貴
重
な
多
く
の
生
物
や
豊
か
な
自

然
環
境
を
子
ど
も
た
ち
へ
守
り
引
き
継
ぐ

た
め
に
も
、
地
球
環
境
に
つ
い
て
一
人
ひ

と
り
が
考
え
、
話
し
合
い
、
自
分
た
ち
で

で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

～教えて！いなぼう～

　今後の町の目指す環境像を考え、身近な生
活環境から自然環境、地球環境におよぶ幅広い環
境の保全と循環型社会構築への取り組みを総合的に
推進するために、平成 12 年に第 1 次環境基本計画が
制定されたんだ！
　そして、まちの住民や学識経験のある人が参加し
て、いろいろな検証を重ねて、平成 23 年には第

３次環境基本計画として皆さんと行政が一
緒に考えて改定されたものなん

だって。

※ 2　第３次環境基本計画とは？

※ 1　生物多様性とは？

　大地・水・空といった自然環境とその中で生
息する全ての生き物を「生物多様性」といい、僕た
ち生き物はその中で生きているんだよ。
　生物多様性が大崩壊すると、植物の光合成が行わ
れず、酸素がなくなり、息が出来ないよね。食べ物
も動植物に頼っている人間は、生きるための全てに
おいて影響がでてしまうんだ。
　生物多様性の保全っていうとなんだか難しいけど、
僕たちが生きていくうえでは、生き物も植物も全て

が大切だから、大切に守っていこうってことな
んだ。

取り組みの主体と役割

・事業活動が環境に与える影
響を認識し、環境負荷軽減や
良好な環境への保全・取り組
みへの努力
・地域内の環境保全活動への
積極的な参加
・町が進める環境関係事業な
どへの協働

事 業 者

住　民
・地域の環境保全活動への積
極的な参加
・資源やエネルギーの消費、
廃棄物の排出など、環境負荷
軽減への努力
・町が進める環境関係事業な
どへの協働

・「環境基本計画」の総合的、
計画的な推進
・環境負荷の少ない事業への
率先した取り組み
・環境に関する情報提供や啓
発活動を行い、住民や事業者
が行う保全活動への支援

行　政

　良好な環境を守り、創っ
ていくためには、「住民」「事
業者」「行政」が一体となり、
それぞれの立場で、積極的に
その役割を担っていくことが
大切です。

➡

➡

➡➡

➡

➡
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人
と
自
然
が
共
に
生
き
る
ま
ち
・
猪
名
川

～
生
物
多
様
性
を
育
む
豊
か
な
自
然
の
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
～

私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
を
考
え
よ
う
！

　

皆
さ
ん
と
一
緒
に
進
め
て
い
く
、
環
境
基
本
計
画
に
は
、
次
の
５
つ
の

柱
が
あ
り
、
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
！

　

資
源
を
大
切
に
し
、
環
境
負
荷

を
軽
減
し
た
有
機
性
資
源
や
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
、
美
化
活

動
の
奨
励
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
め
ざ

し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
中
に
、

「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
」
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
地
球
環
境
に
優
し
い
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
る
こ

と
を
目
的
に
町
を
上
げ
て
取
り
組

む
も
の
で
、
町
内
の
公
共
施
設
の

屋
根
の
ほ
か
に
、
６
月
１
日
か
ら

は
、
つ
つ
じ
が
丘
地
内
に
建
設
さ

れ
た
太
陽
光
発
電
施
設
が
稼
働
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
で
、
小
・
中
学
生
の

環
境
学
習
、
見
学
会
、
災
害
時
な

ど
の
非
常
用
電
源
の
供
給
な
ど
が

行
わ
れ
る
ほ
か
、
環
境
に
対
す
る

意
識
啓
発
の
強
化
な
ど
、
様
々
な

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
各
施
設
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
を
活
用
し
た
節
電
対
策

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
エ
コ

カ
ー
の
導
入
な
ど
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。　

　

一
般
家
庭
に
は
、
雨
水
を
草

木
の
水
や
り
な
ど
に
有
効
活
用

す
る
、
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
（
容

量
１
０
０
ℓ
以
上
・
雨
ど
い
に

接
続
）
設
置
助
成
制
度
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
出
来
る
こ
と

か
ら
は
じ
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　本町は、豊かな自然が広がり
多種多様な生き物が生息してい
ることから、その美しい景観や
動植物などの自然環境を保全し
ています。
　その取り組みの一つが希少水
生生物の保全です。
　特に「黒メダカ」は昔ながら
の遺伝子のまま、とても良い状
態で生息していることが明らか
になりました。
　田んぼや小川をむやみに荒ら
さず、汚さないことで、この、
貴重な生息環境を保全していき
ましょう。
　「黒メダカ」たちを守ること
は、美しい自然環境を子どもた
ちのために守り、伝えていくこ
とにもつながります。

　町では、めだかの里親制度も
進めており、現在は町内の約
76 世帯の里親や幼稚園・小学
校・事業所などで、メダカの繁
殖に協力をいただいています。

メダカを守ろう！

１．生物の多様な自然環境を守り育むまちづくり

３
．
循
環
型
社
会
を
構
築
し
地
球
環
境
の
保
全
を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

地
球
に
や
さ
し
い
♥
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

太
陽
光
発
電
と
は
太
陽
電
池
パ
ネ
ル

を
用
い
て
太
陽
の
光
を
電
力
に
変
換
す

る
発
電
方
式
の
こ
と
で
「
太
陽
光
発

電
」
ま
た
は
「
ソ
ー
ラ
ー
発
電
」
と
言

い
ま
す
。

　

一
般
住
宅
で
も
屋
根
に
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
ご
家
庭
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

　

規
模
の
大
き
な
太
陽
光
発
電
所
が
注

目
を
集
め
始
め
た
の
は
平
成
23
年
か
ら

で
す
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
よ
り
原
子
力
発
電
が
見
直
さ
れ
、

太
陽
光
発
電
を
始
め
と
し
た
地
球
環
境

に
優
し
い
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

が
一
気
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。
同
時
に
、
１
メ
ガ
ワ
ッ
ト
以

上
の
大
き
な
出
力
規
模
を
持
つ
太
陽
光

発
電
所
の
こ
と
を
意
味
す
る
「
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
」
と
い
う
言
葉
も
広
く
一
般

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

太
陽
光
発
電
？

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
？

近
頃
よ
く
耳
に
す
る
け
れ
ど
…

　

身
近
な
自
然
に
親
し
み
、
理
解
を
深
め
、
自
然

の
大
切
さ
を
実
感
し
、
生
態
系
の
維
持
・
保
全
、

緑
の
創
出
な
ど
、
失
わ
れ
る
自
然
環
境
が
最
小
限

と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

本
町
の
約
８
割
を
占
め
る
森
林
面
積
の
う
ち
、

ほ
と
ん
ど
が
天
然
林
で
あ
り
、
以
前
は
、
薪
・
炭

な
ど
の
燃
料
や
特
産
品
で
あ
る
し
い
た
け
栽
培
で

原
木
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
里
山
の
環
境
が
維

持
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

な
ど
か
ら
、
山
か
ら
木
材
を
切
り
出
す
こ
と
が
無

く
な
り
、
そ
の
結
果
、
人
々
の
手
が
入
る
こ
と
の

な
く
な
っ
た
山
林
は
、
自
然
林
と
な
り
、
場
所
に

よ
っ
て
は
倒
木
や
枯
木
な
ど
で
荒
廃
林
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
こ
う
し
た
現
状
を
考
慮
し
、
豊
か

な
自
然
環
境
を
「
共
有
の
財
産
」
と
し
て
と
ら
え
、

放
置
さ
れ
た
山
林
を
管
理
が
行
き
届
き
景
観
に
も

優
れ
た
山
林
、
い
わ
ゆ
る
「
里
山
」
と
し
て
維
持

す
る
た
め
、
猪
名
川
町
里
山
再
生
基
本
構
想
に
基

づ
き
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

里
山
の
再
生
に
は
、
森
林
の
定
期
的
な
整
備
に

加
え
、
そ
の
際
に
発
生
す
る
伐
採
木
を
森
林
資
源

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
循
環
の
中

で
流
通
す
る
仕
組
み
を
生
み
だ
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
森
林
資
源
を

燃
料
と
し
て
活
用
す
る
薪
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

の
普
及
・
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
．
自
然
環
境
の
保
全
・
創
造
と
人
と
自
然
が
共
有
す
る
ま
ち
づ
く
り

里
山
を
取
り
戻
そ
う
！

～環境に優しくて、温かい！～
ペレットストーブって？！

◇間伐材やおが屑など
を、機械で圧縮成型し
たペレットを燃料とし
ている
◇良質なペレットは、
燃えかすや灰がほとん
どない
◇火力調整・燃料供給、
手入れが簡単
◇煙はほとんど出ず、
都市部での利用に便利

◇遠赤外線で、体の芯
まで温まる
◇ 価 格 は 約 20 ～ 30
万円、工事費は 10 ～
15 万円程度（工事に
よって異なる）
◇ペレットの価格は１
㎏ 50 ～ 60 円程度
◇ペレットは、１時間
の燃焼で、約１㎏程度
使用

▶助成額  薪ストー
ブ・ペレットストーブ
の購入・設置経費（消
費税額除く）の１／３
で最大 10 万円を助成  

（※先着順、予算がな
くなり次第終了）
▶助成対象者　町内の
住居、事業所に薪ス
トーブ・ペレットス
トーブを設置する個人

または団体
▶要件　①原則とし
て、町内で製造した森
林エネルギーを、町内
販売業者などから購入
する　②助成を受けた
年度から６年間、薪・
ペレットの使用量を町
に報告する　③税金の
滞納がない
※詳細は産業観光課へ

  薪・ペレットストーブ購入に

                     
補助金 10 万円！

私 たちに出来ることから！

▲本庁舎に設置している
ペレットストーブ



− 6−− 7−

▶問合せ　環境全般（メダカ、メガソーラー、雨水タンク）＝都市環境課（☎ 766 － 8704）、　　
里山再生（ペレットストーブ）＝産業観光課（☎ 766 － 8709）

4. 環境を守り育てる仕組みが確立したまちづくり

　住民・事業者・NPO・行政など
が連携し、それぞれが自主的に参加
できる仕組みづくりを構築します。
　町の豊かな自然環境の保全と創造
を目的に設立された「猪名川町環境住民会議」で
は、清掃活動、河川の浄化、メダカの里構想など、
様々な環境問題を住民の目線で考え、問題解決に
向けて活動しています。
　また、地域住民や事業者などが連携して不法投
棄を防止する活動を行うなど、まちの皆さんが積
極的に活動を行っています。町は、今後も、この
活動が多くの住民に広がるよう努めます。

みんなの力で！

◇ほたるの学習会

　子どもたちに美しい川の大切さを考えてもらう
きっかけとなるように、「ホタル」の生態について、
クイズをまじえながら親子で楽しく学びます。今
年のほたる博士はきみカモ？！
▷ 時 間　 午 後 4 時 30
分 ～ 5 時 30 分（ 要 事
前申込）
▷ところ　催し会場
▷受講料　無料
▷定員　先着 40 人
▷申込　6 月 4 日まで
に生涯学習課

◇ミニコンサート

　初夏の夕べに、野外ステージでさわやかな音色
を奏でます。ラストを飾るホタルの観賞会では、
ホタルの神秘的な光をご覧ください。今年もたく
さん見れるかな…？
▷時間　午後 6 時～ 7 時 30 分
▷ところ　芝生公園野外ステージ
▷出演　バラード（上田美智代・依藤雅子・相良
嘉子、ギター演奏＝踊り明かそう、少年時代 ほ
か）、SWING － BY 実行委員会（オーシャンゼ
リゼ、歩いて帰ろう）、六瀬・猪名川中学校吹奏
楽部（エヴァー・グリーン 70's、007 より ほか）
▷料金　無料
▷駐車場　文化体育館(会場周辺にはありません)
▷臨時バス　臨時直行バス（有料）＝能勢電鉄日
生中央駅→文化体育館駐車場→ふるさと館
※午後 4 時～ 6 時 30 分まで 30 分間隔で運行
▷問合せ　生涯学習課（☎ 767 － 2600）
※天候などによる実施の有無については、当日
午前９時以降　テレフォンサービス（0180 －
99 － 7170）または、ふるさと館（☎ 768 －
0389）

5. 環境問題や生活様式をみんなで考え学習に
取り組むまちづくり　

　住民・事業者・NPO・各種団体などの自発
的な取り組みを支援し、みんなで考え取り組む
環境学習を推進します。
　町営北プール跡地では、「メダカの里構想」
を推進するため、平成 24 年度から小プールの
ビオトープ化を進めており、里親
たちが大切に育てたメダカたちを小
プールへ放流しました（きらっと☆
いながわ平成 24 年 10 月号にてご
覧いただけます）。
　本年度には、大プールを整備し、
その後は「（仮称）環境学習館」として、町の
皆さんにご覧いただき、環境についての理解を
深める施設としてオープンする予定です。

みんなで考えよう！

　まちの代表的な希少水
生生物として、メダカの
卵や幼魚、成魚が環境保
全の PR に参加！メダカ
たちの可愛く元気な姿を
見に来てください☆
　そして、ペレットス
トーブの優しい香りと、
温かく燃える炎も体感し
てみてください！

▷とき　パネル展示＝ 6 月 19 日（水）～ 23
日（日）、メダカの展示＝ 6 月 22 日（土）・23
日（日）、いずれも午前 10 時～午後 4 時（都
合により時間変更の場合あり）
▷ところ　イオンモール猪名川 3 階フードコー
ト前、3 階駐車場
▷内容　①メダカの卵から幼魚、成魚の展示お
よびパネル展示　②ペレットストーブ、薪ス
トーブ、ペレットボイラーの展示、アンケート
で竹炭プレゼント　

生まれたての赤ちゃんメダカに会えるかも？！

環 境 展 開 催 ！

「子どもと一緒に考える環境」
　猪名川町
環境住民会
議は、まち
の豊かな自
然環境を守
り美しいま
ちにしたい
と願い、平
成 14 年 に
設 立、「 水
を大切にす

る」「きれいなまちづくり」を
活動の２本柱としています。
　設立当初から、水を大切にす
るためには「川をきれいにしよ
う」と、ホタルの住める川を目
指す活動を始めました。河川清
掃や竹炭を使っての川の浄化な
どにより、最近ではホタルがず
いぶん帰ってきました。
　もうひとつは、きれいなまち
づくりを進めようと、日生中央
駅前でごみ拾いの活動を始めま
した。現在は、１回の活動でも
ごみ袋が一杯にならないほどで
すが、活動を始めた平成 16 年
頃には、ごみ袋 10 袋分のごみ

がありました。
　私たちの活動する姿を見た子
どもたちが、拾ったごみを持っ
てきてくれるようになり、少し
ずつ皆さんの気持ちにも変化が
表れ、最近では多くの方々の活
動が広がり、それとともに花壇
に花を植えるなどのアドプト

（※）団体なども増えているこ
とをうれしく思っています。
　新たな取り組みにも目を向け
ながらも、活動の２本柱だけは
揺らがないように意識していま
す。
　今年の秋には町営北プール跡
地に「（仮称）環境学習館」がオー
プンする予定です。
　プールに土を入れ、橋をかけ、
花や植物を浮かべてビオトープ
化した池では、里親が愛情たっ
ぷりに育てたメダカたちが泳
ぎ、メダカの生態などの紹介

コーナーや環境について考えら
れる仕組みづくりにも力を入れ
たいと考え、町の環境推進拠点
施設の完成を楽しみにして、試
行錯誤しています。
　「環境」とは、とても幅広く
難しいと感じる方もおられるか
もしれませんが、実は皆さんの
身近にあることばかりです。そ
れを子どもたちと一緒に「考
え」「行動する」ことで、将来
の猪名川町はもっと美しいまち
になっていくと思います。
　私たちは、そんな子どもたち
が育ってくれることを夢見て、
子どもたちと一緒に出来る活動
も広めたいと考えています。
　私たちが発行する広報紙「地
域の環」などもご覧いただき、

「一緒にやってみたい人☆この
指と～まれ！」で、皆さんと一
緒に活動できればうれしいです
ね (^^) !

※アドプト＝県・町・団体が合
意書を締結し「養子縁組」を行
い、団体が活動資材の提供を受
け、道路や公園などの美化活動
を行う制度

町環境住民会議
枝
え だ ま つ

松 幸
ゆ き こ

子会長

ほたるの夕べ開催
▷とき　6 月 8 日（土）
▷ところ　ふるさと館

　

～くらしと環境～
　図書館では、環境をテー
マに、私たちの生活の中で
身近にあり、環境改善のた
めに直ぐに取り組める小さ
なことから、社会を取り巻
く最新の情報など、多くの
本をとりそろえ、特別展
示をしています（詳細＝
P20 図書館通信）。

「猪名川町の環境」
　 私 が 働 く
猪 名 川 町 の
土 地 の 多 く
は、 山 林 に
囲 ま れ、 豊
か な 自 然 環
境 で 形 成 さ
れています。
　こ の 環 境
を、 次 世 代
を 担 う 子 ど

もたちに残していくことが私た
ちの役目ではないかと考えなが
ら日々、業務に取り組んでいま
す。
　その一つとして、現在の環境
行政を担う職場で、環境住民会
議の皆さんと出会い、様々な環
境に対する熱い思いを感じまし
た。
　この会議と一緒に議論を交わ
し、行政が目指す環境保全の先

行く考え方を学び、一つでも実
現したいと、現在推進している

（仮称）環境学習館「メダカの里」
拠点整備を見据えた「メダカの
里構想」を構築しました。
　今後の環境行政は、住民の協
働なくしては実現できないこと
が多くあります。メダカから始
まり、様々な生物多様性を営む
本町の自然を守り育むことを目
標として、今後も推進していき
たいと思います。
　住民の皆さんも身近な環境変
化を見逃さず、小さなことでも
取り組みを行うことが大きな力
となってきます。皆さんの力で
本町の自然豊かなまちを町内外
に誇れるまちとして、また、次
世代を担う子
どもたちに残
すために一緒
に頑張ってい
きましょう！
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都市環境課
福田 潤副主幹


